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広報

令和３年度
八月踊りについて

多良間村議会新議長が選出されました

多良間村長当選証書付与式

　6 月 9 日に開会された第 2 回多良間村議会臨時会で議長
選挙が行われ、第 21 代議長に福嶺常夫氏が選出され、議
長の指名推薦により副議長に安里三喜男氏が選任された。
　本会議では、監査委員の選任について審議され、議会の
同意を得て垣花幸徳氏が監査委員に選任された。

《議会運営委員　5 名》
●森山 実夫　　●豊見城 玄弘　　豊見山 正
　豊見山 常和　　安里 三喜男

《総務建設常任委員　4 名》
●豊見山 正　　●垣花 幸徳　　豊見山 常和
　福嶺 常夫

《産業経済常任委員　3 名》
●豊見城 玄弘　●森山 実夫  　安里 三喜男

《議会広報調査特別委員　3 名》
●豊見山 常和　●垣花 幸徳　  安里 三喜男

各委員は次のとおり。●委員長　●副委員長

　6 月 22 日、多良間村長選挙当選証書付与式が行われ、選挙管理委員会 
長崎正幸委員長より伊良皆光夫氏へ当選証書が付与された。
　長崎委員長は「多良間村においては、少子高齢化、人口減少という
私達の未来に関わる大きな課題があり、新しい村づくり、そして住みよ
い村づくり実現の為にこれまで以上のご尽力をお願い致します。」と挨
拶した。
　伊良皆村長は、「３期目に向け新たな気持ちで精進する」と決意し、「こ
れまで皆さんの協力のおかげにより様々な課題解決に向け進めてきた。新
型コロナによる経済・医療等の問題、人口減少問題等の課題解決に向け
て議員の皆さん、職員の皆さんの協力をお願いしながら進めていきたい。」
と述べた。
　多良間村議会福嶺常夫議長は「村の振興の為に創意工夫し、住みよい
村づくりの村政運営に取り組んでもらいたい。」と激励の言葉を述べた。

　令和３年度八月踊り（ 9月14日～ 9月16日）は、新型コロナウイルス感染拡大防止
の観点から、通常開催は行わないことと決定し、島外からの来島者は迎え入れないこ
とを決定したと発表がありました。詳しくは、多良間村 HP のご確認をお願いします。

令和 3 年第 2 回多良間村議会臨時会

当選証書付与式
多良間村役場 2 階会議室

議長　福嶺 常夫 副議長　安里 三喜男
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広報

令和３年度の国民年金保険料は1ヶ月16,610円です

多良間村慰霊祭

保険料は納付期限までに納めてください。納付期限は「納付対象月の翌月末」となっています。

国民年金保険料の納付が困難な方へ
国民年金保険料の免除・納付猶予申請が可能です！

※納期限までに保険料を納めないと障害基礎年金や遺族基礎年金を受給できない場合がありますので、忘れずに納めてください。

★保険料を納めることが困難な場合
　ご本人からの申請によって、保険料の納付猶予または全額、
　もしくは一部（４分の１、半額、４分の３）が免除になる制度があります。

★下記のいずれかに該当する方は、特例免除を申請できます。
　①退職（失業等）により納付が困難な方
　　対象となる方：申請者本人、世帯主または配偶者のいずれかが退職（失業等）された方
　　納付が免除される期間：失業のあった月の前月から翌々年 6 月まで

　②新型コロナウイルス感染症の影響により納付が困難な方
　　臨時特例措置として本人申告の所得見込額を用いた手続きにより、免除申請が可能です。

　　対象となる方：（1）新型コロナウイルス感染症の影響による収入の減少（令和 2 年 2 月以降に、 
　　　　　　　　　　　新型コロナウイルス感染症により業務が失われた等により収入が減少したこと）
                          （2）所得が相当程度まで下がった場合（令和 2 年 2 月以降の所得の状況からみて、
                                  所得見込額が免除基準相当になることが見込まれる方）

ご不明な点がございましたら、平良年金事務所または多良間村役場住民福祉課までお問合せください。

　6 月 23 日「慰霊の日」に沖縄戦戦没者を追悼する慰霊祭が執り行わ
れた。正午前には遺族会、伊良皆村長らが慰霊の塔広場に参列し、恒
久平和を祈念した。
　伊良皆村長は「戦後 76 年が経ち、戦争を知らない世代が多くを占め
るようになった現代においてこそ、戦争の悲惨さ、平和の尊さを語り継
ぎ、同じ悲劇は二度と繰り返さないという思いを伝えることは大切であ
る。本村も先人、先輩方のご努力で実り豊かな郷土多良間村が築き上
げられ、今日の繁栄がある。今後とも先人に習い、豊かで住みよい村づ
くりに邁進し、平和な社会の確立と安全安心な村づくりのために、なお
一層精進することを誓う。」と追悼の言葉を述べた。
　中学校生徒会長の佐和田稀央さんは「同じ悲劇を二度と繰り返さな
いために、戦争を経験した方々から伝えられた言葉を私たち自身の言葉
に代え、伝え続けていくことが大切。」とメッセージを伝え、平和への
願いを込めたメッセージボードを奉納した。
　多良間小学校児童会長の湧川晴世さんは、平和へのメッセージ「戦
争と平和」の詩を朗読。平和への願いを込めた折り鶴を捧げた。
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広報

島の繁栄を
願う

多良間空港で抗ウイルス・
抗菌コートを行いました

組織の力で中小企業を
活性化!!

～中小企業組合制度について～

　豊年の感謝と島の繁栄を祈願する多良間村の伝統行事スツ
ウプナカが４つの祭場で執り行われた。
　昨年に引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止の為、規
模を縮小して開催。
　６月 13 日の午後 9 時過ぎに、アカツキヌニガイ の゚準備が
行われ、ウイピイ ト゚ゥ座では、供える品を並べ確認を終える
と祭場へ向い、準備した上酒・中酒・シュリザカナ等を供え豊
作を祈願した。

　多良間空港で新型コロナウイルス感染対策として、抗ウ
イルス・抗菌コーティングが 5月27日に行われた。作業は、
研修を受けた JAL スカイエアポート沖縄株式会社のスタッ
フ２名が行い、チェックインカウンターや車いす等、利用
されるお客様の手が直接触れる場所を重点に実施。この取
り組みは、お客様に安心
安全なサービスを提供す
るために県内の離島空港
でも既に実施されており、
今後も JAL グループが就
航する空港で実施が予定
されている。

　沖縄県は 99% 以上が中小企業で
占められています。特に本県の場合、
零細企業が多く厳しい経営状況にあ
る中小企業が多いのが実情です。一
人一人の力は弱くても、他社と連携
し組合を設立することで協同の力を
持つことが出来れば、この厳しい状
況を乗り越え、競争に打ち勝つこと
も可能です。あなたの会社も中小企
業組合を設立してみませんか？

沖縄県中小企業団体中央会
TEL：098-860-2525　http://www.ocnet.or.jp

祭り最終日の早朝行事（ウイヤー）

アカツキヌニガイ。でニリ。を唱える（ウイヤー）

アカツキヌニガイ゚に供える品の確認
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獲ったら
ダメ！

令和３年度 後期職業訓練生募集

また、年間を通して

のマクガンは獲ってはいけません。 多良間村キャラクター「たらぴん」

違反した者は、５万円以下の過料
多良間村ヤシガニ（マクガン）保護条例で定められています。

● 甲の大きさが 8cm 以下 または、
● 甲の重さが 600g 以下
● 抱卵雌

マクガン採取禁止

※授業料無料（但しテキスト代、検定代、教材などは自己負担）　※詳しくは本校へお問い合わせください。

多良間村役場　TEL.0980-79-2011

〈 問い合わせ先 〉具志川職業能力開発校　TEL.098-973-6680

7/1～8/31までの期間はマクガンを獲らないでください！

  訓練科名 定員 募集期間 訓練期間

オフィス
ビジネス科

身体障がい者
対象 7 名 令和 3 年 8 月 2 日

～
令和 3 年 8 月 31 日

6 ヶ月
令和 3 年 10 月 1 日

～
令和 4 年 3 月 11 日求職者 13 名
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山
形
県
の
農
家
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、「
農
民
詩
人
」と
呼
ば
れ
る「
真

壁
仁
」（
ま
か
べ
じ
ん
）。
彼
は
、
山

形
が
豊
か
で
誇
れ
る
地
域
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
文
化
と
芸
術
、
教
育
と

政
治
の
分
野
に
わ
た
っ
て
活
躍
。
と

り
わ
け
青
年
や
婦
人
の
運
動
に
理
解

と
援
助
を
惜
し
み
な
く
捧
げ
た
。
真

壁
仁
の
詩
に
は
、
土
に
生
き
る
農
民

の
生
活
と
、
自
然
と
人
間
へ
の
愛
が

う
た
わ
れ
て
い
る
。
彼
の
詩
に
「
峠
」

（
と
う
げ
）
が
あ
る
。

　
峠
と
は
「
山
」「
上
」「
下
」
の
字

を
組
み
合
わ
せ
た
漢
字
が
示
す
と
お

り
、
山
道
を
登
り
つ
め
て
上
り
か
ら

下
り
に
な
る
境
目
の
こ
と
だ
。
人
の

一
生
に
も
、
辛
く
苦
し
い
い
く
つ
も

の
「
峠
」
が
あ
る
。
努
力
し
、
励
ん

で
よ
う
や
く
そ
の
峠
を
乗
り
越
え
る

と
、
も
っ
と
高
い
峠
が
現
れ
て
く
る
。

目
の
前
の
峠
を
越
え
な
け
れ
ば
次

な
る
さ
ら
に
高
い
峠
は
見
え
て
こ
な

い
。
け
れ
ど
も
目
の
前
の
峠
が
見
え

て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
時
が
必
ず
く
る
。

　「
峠
は
決
定
（
け
つ
じ
ょ
う
）
を

し
い
る
と
こ
ろ
だ
」
真
壁
仁
の
詩
は

静
か
に
確
か
な
意
志
を
込
め
て
は
じ

ま
る
。
何
か
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
が

「
峠
」
な
ん
だ
。
山
の
上
に
行
く
か

下
に
い
く
か
…
。
ど
の
道
を
行
く
の

か
決
断
が
迫
ら
れ
る
。「
大
き
な
喪

失
に
た
え
て
の
み
、
あ
た
ら
し
い
世

界
が
ひ
ら
け
る
」
立
ち
止
ま
っ
て
は

い
け
な
い
。
嘆
い
て
も
い
け
な
い
。

悲
し
ん
で
も
い
け
な
い
。
人
生
、
山

あ
り
谷
あ
り
で
、
日
々
成
長
し
て
い

く
。「
峠
に
立
つ
と
き
過
ぎ
来
し
道

は
な
つ
か
し
く
　
ひ
ら
け
る
道
は
た

の
し
い
」
水
は
峠
で
分
か
れ
、
水
の

流
れ
に
沿
っ
て
道
は
下
る
。「
峠
の

上
の
空
は
あ
こ
が
れ
の
よ
う
に
あ
ま

い
。
た
と
え
行
く
手
が
き
ま
っ
て
い

て
も
　
ひ
と
は
そ
こ
で
　
ひ
と
つ
の

世
界
に
別
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
人
生
の

旅
も
ま
た
同
じ
。
人
は
い
く
つ
も
い

く
つ
も
峠
を
越
え
て
年
を
重
ね
る
。

峠
を
越
え
る
た
び
に
、別
れ
が
あ
り
、

出
会
い
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
と
世
界
的
流
行
と
長
期
化
。
私

た
ち
の
社
会
と
世
界
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
か
。
誰
も
が
大
き
な
不
安

を
抱
え
た
ま
ま
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍

の
た
だ
中
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
い

ま
、
同
じ
く
時
代
の
「
峠
」
に
立
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
は
多
く
の
大
切
な

も
の
を
奪
う
。
人
と
人
の
距
離
、
触

れ
合
う
時
間
、
人
々
の
心
を
い
や
す

旅
や
芸
術
、
そ
し
て
人
生
の
看
取
り

ま
で
も
。
大
き
な
苦
難
に
耐
え
る
な

か
で
、
懸
命
に
命
や
社
会
を
支
え
続

け
る
人
々
が
い
る
。
そ
の
献
身
に
報

い
る
た
め
に
も
終
息
へ
力
を
合
わ
せ

た
い
。
大
き
な
夢
と
志
を
掲
げ
、
新

し
い
生
活
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

す
た
め
に
も
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
「
峠
」

の
先
に
新
し
い
世
界
が
開
け
る
こ
と

を
た
だ
願
う
。

　
村
民
の
生
活
・
健
康
・
教
育
を
支

え
な
が
ら
過
疎
・
高
齢
・
人
口
減
少

に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、

ふ
る
さ
と
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
と
信
じ
る
。
ふ
る
さ
と
は
自

然
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
と
の
か
か
わ
り
の
中
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
。
村
民
の
皆
様
が
、
幸
せ

を
感
じ
、
ふ
る
さ
と
で
生
き
て
い
く

素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で
き
る
村
づ
く

り
。
そ
の
た
め
に
も
「
一
塊
（
ひ
と

か
た
ま
り
）
の
土
が
あ
れ
ば
た
が
や

し
　
成
長
す
る
種
を
蒔
く
こ
と
を
　

お
れ
た
ち
は
や
め
な
い
」
コ
ロ
ナ
の

「
峠
」
を
乗
り
越
え
て
「
確
か
な
暮

ら
し
を
営
め
る
ゆ
か
り゚
村
　
実
現

に
向
け
て
」
新
た
な
船
出
だ
。

ひとりごと 令和3年7月
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広報

〇交通事故防止について
　今年に入り交通事故が多数発生しています。
　集落内には多くの交差点があり、車や自転車・歩行者などの飛び
出しや往来が多いです。
　運転中、交差点に差し掛かったら必ず左右の安全確認をしたあと
交差点に進入するという基本的な事を心掛ければ防げた事故が大半
を占めるので、今一度初心に戻って運転するようお願いします。

〇水難事故防止について
　毎年、マリンレジャーなどで水難事故が発生しています。
　村内では発生しておりませんが、海で泳ぐ際は体調管理だけでなく、天候を確認しながらライフ
ジャケット等を着用して水難事故防止にご協力お願いします。

〇野良猫について
　集落内には多数の野良猫が散見され、迷惑を受けている住民からの声が
挙がっています。
　野良猫の糞による悪臭・ゴミの散乱・咬傷による感染症被害・その他様々
な問題があり、村民一人一人が問題意識を持って住みよい多良間村にしてい
くようお願いします。

多良間駐在所から連絡

夏の交通安全県民運動
　令和 3 年 7月11日（日）～ 20日（火）までの 10 日間、「夏の交通安
全県民運動」が始まります。
　本運動は、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付
けるとともに、交通事故防止の徹底を図ることを目的に開催。

運動の重点項目
　1　飲酒運転の根絶及び危険運転の防止
　2　二輪車の交通事故防止（無謀な運転の防止・マナーアップの推進）
　3　子供をはじめとする歩行者の安全の確保
　4　高齢運転者の交通事故防止

実施期間：7月11日（日）～20日（火）

 沖縄県・沖縄県交通安全推進協議会

比嘉　静枝　様

羽地　  弘　 様  ／  花城　昇宏　様  ／  仲筋　  晃 　様  ／  松村　義一　   様
古謝　明孝　様  ／  吉岡　秀雄　様  ／  宮國　利夫　様  ／  豊見山　節子　様

広報誌・多良間自然図鑑へのご寄付ありがとうございます。

多良間自然図鑑へのご寄付ありがとうございます。
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編
集
後
記

今
月
号
よ
り
広
報
た
ら

ま
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し

ま
し
た
。

広
報
誌
へ
ご
支
援
ご
協

力
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

村
の
情
報
を
お
伝
え
で
き

る
よ
う
よ
り
良
い
広
報
誌

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
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（　　）内は前月比
※緊急の場合以外診療時間内での受診を心がけよう
救急車出動 …0件 …0件ヘリ搬送

緊急ダイヤル
火災・救急ワンクッションコール 119 番

警察官派出所 （79–2010）110 番

急病人／多良間診療所 79 –2101

歯科診療所／医師 79 –2162

停電／沖縄電力多良間電業所 79 –2147

断水／役場住民福祉課 79 –2623

家畜疾病／役場産業経済課 79–2503

ガス専用／ JA 多良間 090–6859–2355

世帯数と人口
総世帯数 531（1）
総人口 1,101 （1）

男 604 女 497
区　別 人　口 世帯数
土　原 63 （0） 32（0）
天　川 85 （0） 45（0）
津　川 97 （1） 44（0）
宮　良 75 （0） 32（0）
嶺　間 149 （1） 69（1）
大　道 188 （0） 95（0）
大　木 261 （0） 123（1）
吉　川 179 （− 1） 88（− 1）
水　納 4 （0） 3（0）
出　生 0 死　亡 1
転　入 4 転　出 2

（令和 3 年５月末現在）

 救急車・ヘリ搬送件数5月

離島にお住まいの皆様、
テレワーク業務を始めませんか !?

令和3年度 離島 ICT 利活用促進事業

●離島にお住まいの皆様の新たな収入源の確保のため、テレワーカーを育成します。
●育成後はご自身の希望に応じて、「アイランドコネクト沖縄事務局」を通してテレワーク業務を 
　仲介します。
●業務内容は、様々な記事を書く Web ライティングや在宅コールセンターなど簡単に始めら 
　れるものから、WEB デザイン制作など専門性の高いものまで多岐に渡るため、自分の生活ス 
　タイルにあった就労が可能となっています。
●全離島にお住まいの皆様を対象に募集します。
●育成セミナーの受講料は無料ですので、まずは下記の事務局までお気軽にご連絡ください。

【ＨＰ】https://icokinawa.com/
ブルー・オーシャン沖縄内　アイランドコネクト沖縄事務局

広報

夏の風物詩
あだん
島内の浜辺　6月撮影

多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」

令和3年7月1日発行
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